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主要成果 

 

 

 

［成果の内容］ 
およそ 50 年後に想定される大気 CO2 濃度（約 580 ppm）と温暖化環境（通常温度区と

比べて水・地温を 2℃上昇）を模擬した FACE 注）実験水田において 2 カ年（2007-2008）
にわたりメタン発生量を測定し（図１）、現在の環境と比べてメタン発生量が約 80%も増

加することを明らかにしました（図２）。これは気候変化が水田からのメタン発生の増加を

通して、さらなる温暖化を引き起こす「正のフィードバック」効果の一端を明らかにした

ものです。 
これまでの知見通り、高 CO2 はイネの光合成促進と根圏への有機物供給量を増やすこと

でメタンを増やすと考えられました。一方、+2℃の水・地温の上昇はメタン発生量を 40%
も増加させました（図２）。その要因を解析したところ、i) 生育前半は土壌の酸化容量を

超える有機物分解が加温により大幅に増えたこと（図３）、ii) 生育後半は加温がメタンの

基質となるイネ根の老化・分解を促進すること、が重要なメカニズムであると示唆されま

した。これらの成果は水田からのメタン発生量予測と将来の気候変化予測を行う上で有用

な知見です。 
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す影響の解明と予測」による成果です。 
 
リサーチプロジェクト名：温暖化緩和策リサーチプロジェクト 
研究担当者：大気環境研究領域 長谷川利拡、常田岳志、程為国（現：山形大学）、安立美奈子（現：

（独）国立環境研究所）、物質循環研究領域 麓多門、片柳薫子（現：（独）国際農林

水産業研究センター）、松波寿典（秋田県農林水産技術センター）、松島未和（千葉大

学）、中村浩史（（株）太陽計器）、大川原佳伸（（独）農業・食品産業技術総合研究機

構東北農業研究センター）、鮫島良次（同左）、岡田益己（岩手大学） 
発表論文等：Tokida et al., Biogeosciences, 7: 2639-2653 (2010) 
注）FACE は Free-Air CO2 Enrichment（開放系大気 CO2 増加）の略。 

イネ生育期間中の CO2・温度上昇は水田からの 

メタン発生量を大幅に増加させる 
 ［要約］ 

「未来の水田」を実際の農家圃場に模擬した世界初の実験を行い、約 50 年後に想定され

る高 CO2（+200ppm）・温暖化（+2℃）環境下では、水田からのメタン発生量が現在より

も約 80%も増加する可能性があることを明らかにしました。 

 
［背景と目的］ 
水田は強力な温室効果ガスであるメタンの主要な発生源の一つです。地球の気候変化を

予測するためには、現状のみならずメタン発生量を将来にわたって推定することが必要

です。本研究は人間活動によってもたらされている大気 CO2 の増加や地球温暖化が、水

田からのメタン発生量に及ぼす影響を把握することを目的としました。 
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図１ 世界初の開放系大

気 CO2増加・温暖化実験に

おけるメタンの測定風景

（岩手県雫石町） 

CO2 放出チューブで囲まれ

たエリアは外気と比べて

200 ppm 濃度が高くなるよ

う制御されています。一部

の区画はヒーターにより

+2℃加温されています。メ

タンは一般的なクローズ

ドチャンバ法により測定

しました。 

図２ 高 CO2と加温によるメタン発生

量の増加 

高 CO2（+200 ppm）と水・地温の加温

（+2℃）はともにメタン発生量を増大

させ、両者をあわせた増加効果は約

80%にも上ることが分かりました。数

字は 1 生育期間あたりの積算発生量

で、2007・2008 年の平均的な値です。 

図３ 加温が大幅なメタン放出量の

増加を引き起こすメカニズム 

メタンの生成は、土壌のもつ酸化容量

を有機物分解の還元容量が上回った

分だけ生じます。加温によって土壌の

酸化容量は変化しない（図中①）一方、

総有機物分解量は 15％程度増加しま

した（図中②）。このことが、メタン

発生量を 40％も増大させた（図中③）

原因の一つと考えられました。 
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